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日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会

社（KFCJ）は、「おいしさ、しあわせ創造

企業」を企業理念とし、その実現をめざし

て地球環境保全や社会貢献活動に取組んで

います。私たちがこれまでに実践してきた

活動内容と成果を報告することを目的に、

2006年に「社会環境レポート」、2007年

に「CSRレポート」を発行いたしました。

今年は、より多くのみなさまにご覧いただ

きたいと考え、PDF版の「CSRレポート」

を当社ホームページ上に掲載することとい

たしました。

本レポートでは、2007年度における

KFCJ、ケンタッキーフライドチキン

（KFC）、ピザハットの環境保全活動、社会

貢献活動などの取組みをできるだけわかり

やすく報告するように努めました。また、

「食の安全・安心」や「労働環境」など、

CSR（企業の社会的責任）に関する活動に

ついても報告しています。
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日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会

社、KFC、ピザハットのチェーン店（直営

店、フランチャイズ店）について報告して

います。
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2006年12月1日から2007年11月30

日までを主な対象期間としておりますが、

一部、期間外の活動についても報告してい

ます。
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2009年2月（次回発行予定2010年6月）
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日本ケンタッキー・フライド・チキン株式会社
CSR・監査室

TEL 03-5722-7781

FAX 03-5722-7240

〒150-8586 東京都渋谷区恵比寿南

1丁目15番１号　JT恵比寿南ビル
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 全国の店舗で 3R 活動を推進！
KFCは、地球にいいことはじめています！

Reduce
リデュース

 

紙カップはトイレット
ペーパーにリサイクル。

KFC

KFC

リユース
Reuse
           繰り返し使えるリユースカップを

　　2008年5月より一部店舗に導入。イートイン
　　　のお客様にリユースカップでドリンクを提供し、

　　　　　環境負荷の低減への効果を実証実験しています。　　

店舗で洗浄して使用するリユースカップは、
    ホットドリンク用カップとコールド
      ドリンク用グラス2種類を用意。

Recycle
リサイクル　　　　　紙カップや段ボール、使用済み

　　　揚げ油のリサイクルを実施。従業員が
　着用する「赤ジャンパー」には、ペットボトルから
再生した繊維を使用しています。

揚げ油を回収して、飼料に
100％リサイクル。

ペットボトルから再生
した赤ジャンパー。

簡易包装の
ツイスター

　　　　　　日本全国に約1200店ある
　　　　KFC店緒では、紙カップのリサイクルや
　簡易包装を推進。エネルギー効率のよい
店舗施設を導入し、消費エネルギーや
廃棄物の削減、省資源に努めています。

高効率の調理機器や省エネ型の照明を採用し、
店舗で使用するエネルギーを削減。包装紙の軽量化や
簡易包装にも取組み、廃棄物の削減に努めています。

省資源と廃棄物削減をめざしてパッキング方法
を簡素化。ツイスターの包装紙をアルミ蒸着紙
から紙に変更する等、商品の包装紙の見直し
も進めています。

    ＣＯ2排出量の削減に
効果が期待されているオー
ル電化厨房等、省エネ型
の店舗の開発・導入も
     進めています。

            店内外の照明は
    省エネルギータイプ。エネ
ルギー管理シートに従って機器類
のスイッチをきめ細かくON/OFF
する等、店舗のスタッフ一人ひと
               りが毎日、エネルギー
                  マネジメントを実施
                      しています。

フライドポテト
は熱効率のよい
フライヤーで調理。

ＣＯ2削減に役立つ
インバーター
冷蔵庫を採用。

節電型の照明を採用。
人の出入りを感知する
オートスイッチで節電。

環境によりやさしい
4サイクルバイクを導入。 節水型蛇口、自動水洗

で水道の使用量を低減。

ソース類はスタンド
パウチ型容器を採用
しゴミを削減。



ReduceReduce
リデュースリデュース

 全国の店舗で 3R 活動を推進！
ピザハットは、地球にいいことはじめています！
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エネルギー効率のよい照明や厨房機器、バイクを
導入。ピザハットオリジナルの「MOTTAINAIふろしき」を
店頭で販売する等、廃棄物の削減に努めています。

  ノーベル平和賞受賞者、ワンガリ・マー
      タイさんが提唱する「MOTTAINAI」
         運動に賛同し、ピザハットオリジ
           ナルの「MOTTAINAIふろしき」
          を店頭で販売。収益の一部を、
          マータイさんが実施している
  植林活動「グリーンベルトムーブ
メント」に寄付しています。

     段ボール等の資源
ゴミや廃棄するピザ生地は
 リサイクルして活用。コン
 　　ポストによる野菜くずの
   　　堆肥化に向けて、実験も
行っ  ています。

                                人の出入りを感知して
                          自動的に点灯するオートスイッチ
                              を事務所やトイレに設置。

       スイッチをこまめに
  ON/OFFして電気使用量を
削減する等、エネルギー管理
      を徹底しています。

インバーター冷蔵庫
で、ＣＯ2を削減。

野菜くず等の
堆肥化の可能性
を追求。

エネルギー効率のよい
省エネタイプオーブン。

節電型の照明を採用
し、エネルギー消費
を低減。

水と電気の使用量が
少ない省エネ節水型
洗浄機。

省エネ型で排気が
きれいな4サイクル
バイクを導入。

         全国に約370店舗を
       展開するピザハットの店舗では、
       高効率で環境負荷の少ない機器類や
   バイクを採用し、消費エネルギーを削減。
廃棄ピザ生地の飼料へのリサイクル、「ダムの土」
 のモニター募集、「MOTTAINAIふろしき」の販売等、
    さまざまな環境保全活動を実施しています。

北海道尾白利加ダムに
たまったダム堆砂のモニ
ターを募集。貯水力を低下
させるとして問題となっている
ダム堆砂をガーデニング用の土
として有効活用する活動を展開
しています。

2008年は天然の有機成分を豊富に
含むダムの土とスイートバジルの
種をオリジナルの紙製カップ容器
に入れ、ご希望のお客様に
提供しました。

Recycle
リサイクル

廃棄するピザ生地は焼成、カットすることにより排出量
      を削減。専用回収車で飼料工場へ運び、養豚用
            飼料にリサイクルしています。

リユース
Reuse

取組んでいます。                       

廃棄ピザ生地を専用車で回収し、
飼料工場で養豚用飼料にリサイクルする等、
廃棄物排出量の削減と資源の有効活用に積極的に



KFCJ、KFC、ピザハットの環境保全活動

地球にやさしい企業をめざして

KFCJおよびKFC、ピザハット各店舗で

は、「廃棄物処理法」「容器包装リサイクル

法」「食品リサイクル法」「省エネルギー法」

等に基づき、定められた規則に従ってゴミ

の再生、処理、廃棄を実施しています。ま

た、その実施状況を報告書にまとめ、所定

の行政官庁へ提出しています。2007年度

は、産業廃棄物管理票交付等状況報告書、

容器包装リサイクル法に基づく定期報告書

を提出しました。

KFC、ピザハットでは現在、廃油、段ボ

ールを100％リサイクルしています。また、

食品廃棄物については「食品リサイクル法」

に基づく目標値を設定し、廃棄物削減に取

組んでいます。私たちは、これからも法令

を遵守し、環境に配慮した事業経営を実施

してまいります。

KFCの店舗で

は、これまでと同

様に分別トラッシ

ュボックスによる

ゴミの分別回収を

推進しています。

また、専用の回収

ボックスで回収さ

れた紙カップは、リサイクル施設で異物を取

り除いたあと製紙工場へ運ばれ、絵本やトイ

レットペーパーに再生されています。2007

年度は、KFCの直営50店舗で分別回収を実

施しており、年間17トンの紙カップがリサイ

クルされました。（これはトイレットペーパー

に換算すると5万6千個分に相当します。）

KFCでは2008年5月より、一部店舗に

おいてリユースカップの導入実験を実施し

ています。実験店舗では、イートインのお

客様のホットドリンク、コールドドリンク

用に、繰り返し使用可能なリユースカップ

を導入。店舗内で洗浄したカップを再利用

し、ゴミの削減や省資源等に果たす効果を

検証しています。KFCJでは今後、リユー

スカップの導入店舗を拡大するとともに、3

Ｒ活動の一貫として容器包装の見直しや改

善を積極的に進めてまいります。

省資源、ゴミ削減をめざして、これまで

容器包装の軽量化、サイズの見直し等を行

ってきました。2007年にはKFCJ渡辺社

長がリーダーを務める「包材プロジェクト

チーム」を発足し、さらなる資源活用の効

率化、合理化に努めています。

お客様のニーズや商品品質への影響を調

査・研究するため、2008年9月には直営

全店舗のパッキング方法を簡素化し、マニ

ュアルを改正しました。また、キャンペー

ン用包材の共有化を進めるなど、包装材料

のいっそうの削減に取組むとともに、ポス

ター等により、お客様に簡易包装へのご理

解、ご協力をお願いしています。さらに、

トレーニングを通じて従業員の意識向上を

図り、包装材の過剰使用の抑制にも努めて

います。ピザハットでも、宅配用パッケー

ジに、3Ｒ（Reduce、Reuse、Recycle）

活動のご案内を印刷する等の取組みを行っ

ています。

3Ｒ活動を推進

リユースカップの導入実験を実施

容器包装を見直し、ゴミを削減

使用済み紙カップを
リサイクル

私たちはエコマニアをめざします
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KFCJ、KFC、ピザハットの環境保全活動

地球にやさしい企業をめざして

私たちはエコマニアをめざします

KFC、ピザハット事業で発生する環境負

荷を低減するために、各店舗およびサポー

トセンターでは、エネルギーマネジメント

意識の向上と、エネルギー管理の徹底に取

組んでいます。店舗では、エネルギーの無

駄を省くために、エネルギー管理シートや

作業工程表を基に、きめ細かく機器のスイ

ッチをON/OFFしています。また、店舗の

機器をインバータータイプの冷凍・冷蔵庫、

エアコン、クッカー等に順次入れ替え、

CO2削減とフロン対策を推進しています。

オール電化店舗における環境負荷の低減に

ついても、引き続き調査、研究を進め、導

入店舗を増やしていく予定です。

ピザハットでは廃棄ピザ生地（ドウ）の

リサイクルに取組んでいます。2007年2

月にスタートしたリサイクル実験では、焼

成して減量化した廃棄ドウを専用車で回収。

飼料工場で養豚用飼料に再生することによ

り、廃棄物の排出量削減と食品リサイクル

率向上に効果があることが明らかになりま

した。現在も引き続き、直営店舗でリサイ

クルを実施しており、今後は、さらに実施

店舗を拡大していく予定です。

ピザハットでは2008年5月より北海道雨

竜町に、尾白利加ダムの土を使った農園

「ピザハットファーム」を開園しました。7月

には、このピザハットファームを訪ねる「北

海道ふらの 森を育てよう！親子でエコツア

ー」を開催。北海道、関東、関西の親子28組

58人を招待し、ゴルフ場跡地を自然豊かな

森に返す活動等に参加していただきました。

参加者のみなさんは、富良野自然塾が行

っているゴルフ場跡地を元の森に返すプロ

ジェクトの一貫として、森で採取した種や

苗の移植、生育した苗のゴルフ場跡地への

植樹等を実施しました。また、ピザハットフ

ァームの草取りや鋤を使った土盛り作業等

を通して自然にふれた後、地元産の野菜や

食材を味わうバーベキューを実施しました。

「自然の大切さを親子で実感できた」と、

参加者のみなさんからご好評いただきました。

廃棄ピザ生地を飼料にリサイクル

エネルギーマネジメントを積極的に推進

ピザハットファームで
親子エコツアーを開催
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KFCJ、KFC、ピザハットの環境保全活動

地球にやさしい企業をめざして

私たちはエコマニアをめざします

ピザハットでは2008年8月、昨年に引

き続き、北海道の尾白利加ダムにたまった

ダム堆砂の再利用活動を支援しました。ダ

ム堆砂は貯水能力を低下させ、コンクリー

トを傷めるとして全国的に問題となってい

ますが、天然の有機成分を豊富に含む栄養

たっぷりの土は、

地元では実際に畑

や田の土としても

使用されていま

す。2008年は、

前回同様、NPO

法人農地トラスト

にご協力いただき、ご希望のお客様にダム

堆砂とスイートバジルの種を提供。今回は、

ダムの土を持運びしやすい紙製カップ型容

器に入れて配布しました。

また、ピザハットではノーベル平和賞受

賞者のワンガリ・マータイさんが提唱する

「MOTTAINAI」運動に賛同。2007年から、

オリジナルの「MOTTAINAIふろしき」の

普及活動を展開しています。2008年は、

新たなデザインの「MOTTAINAIふろしき」

を全国の店舗で販売。収益の一部をマータ

イさんのアフリカ

における植林活動

「グリーンベルト

ムーブメント」に

寄付しています。

KFCJでは毎年、社内研修の一貫として、

富士山麓の清掃活動を実施しています。

2008年9月に開催した研修には、約70名

が参加。渡辺社長ら、KFCJの役員ととも

に、ゴミを回収しながら歩くオリエンテー

リングを行い、環境保全活動の重要性を体

感しました。

KFCでは、2008年11月9日（日）に実

施された「荒川クリーンエイド2008」（主

催：非営利活動法人「荒川クリーンエイド・

フォーラム」）に従業員有志が参加しました。

地域貢献活動の一貫として荒川河川敷の清

掃活動でゴミの回収・分別を行いました。活

動全体の参加

者 は 、 総 勢

1 0 2名。約

50袋分のゴミ

や粗大ゴミを

回収しました。
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ピザハットでは、昨年に引き続き、

2008年9月27日（土）に開催された

「MOTTAINAI企業対抗！富士山ゴミ拾い大

会」に参加し、富士山周辺の清掃活動を行

いました。同大会は、ワンガリ・マータイ

さんが提唱する「MOTTAINAI」運動の一

貫として、MOTTAINAIキャンペーン賛同

企業が富士山周辺でゴミ拾いの量や熱心さ

を競う活動。KFCJ社員、ピザハット従業

員は、アルピニスト野口健さんら、総勢

230名の参加者とともに、ゴミの不法投棄

に悩まされる富士山麓を清掃しました。ピ

ザハットでは今後も、さまざまな形で

「MOTTAINAI」運動の普及活動を行ってま

いります。

社内研修の一貫として清掃活動を実施

ダムの土活用と
「MOTTAINAI」運動を継続

「MOTTAINAI」精神で
富士山を清掃

荒川クリーンエイドの
清掃活動に参加



ピザハット

OUTPUT

リサイクル率 44.6%

KFC

INPUT

ピザハット店舗
（直営店）

13,147千kWh 

717千m3

108千m3

電気

ガス

水道

廃棄物 6,392t
OUTPUT

リサイクル率 46.8%

生ゴミ、廃油、紙カップ、
可燃ゴミ、ダンボール、
廃プラスチック、
グリストラップKFC店舗

（直営店）

CO2 21,703t-CO2

廃棄物 1,543t

CO2 6,992t-CO2

INPUT

42,909千kWh 

2,307千m3

497千m3

電気

ガス

水道

KFC/FC店 1店舗当たりのデータ ピザハット/FC店 1店舗当たりのデータ
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生ゴミ、可燃ゴミ、
ダンボール、
廃プラスチック

フランチャイズ店舗

環境データ

※今回の調査では、都市ガス、プロパンガスの、使用量算出指数を変更しております。

KFC・ピザハットビジネスの環境パフォーマンス

KFC・ピザハットビジネスの主な環境への影響

KFCJでは、全店舗ならびにサポートセンターにおいて、省資源、

省エネルギーおよび、CO2や廃棄物の削減活動に取組んでいます。

また、KFCビジネスとピザハットビジネスが環境に与える影響を

把握するため、さまざまなデータを収集・分析しています。私たちは、

これからも、環境方針に基づき、環境負荷のさらなる低減をめざして

努力を続けてまいります。

●FC店エネルギーデータ
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使用枚数 削減枚数

●サポートセンター（本社）用紙の使用枚数の推移　
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●KFC&ピザハット直営店舗のエネルギー起源CO2排出量の推移
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●KFC&ピザハット直営店の廃棄物排出量の推移
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KFC・ピザハットビジネスの環境パフォーマンス

KFC 1店舗当たりのデータ ピザハット 1店舗当たりのデータ

（単位＝千m3）

（単位＝千kWh）
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（単位＝千kg）

電気（単位＝千kWh）

環境データ

●直営店舗のエネルギーデータ

直営店舗

※今回の調査では、都市ガス、プロパンガスの、使用量算出指数を変更しております。

ガス（単位＝千m3）

水道（単位＝千m3）



TOPICS 2008

世界規模の飢餓救済プログラム
「世界飢餓救済週間」に参画

KFCJでは、2007年に引き続き、ヤム・

ブランズ＊が展開する飢餓救済プログラム

「World Hunger Relief Week（世界飢餓救

済週間）」（以下：「WHRW」）に参画。2008

年9月7日（日）から11月30日（日）まで、

全国のKFC、ピザハット店舗等で協力を呼び

かけ募金活動を実施しました。「WHRW」は、

ヤム・ブランズ傘下のレストランブランドが

日本を含め世界的規模で実施する活動で、初

年度の2007年には世界各国で総額1,600万

USドル（約16億円）の募金・寄付金が集まり、

飢餓と貧困の撲滅に取組む国連唯一の食糧

支援機関「WFP 国連世界食糧計画」（以下

WFP）を通じて、開発途上国における食糧援

助・支援に役立てられました。

地球のハラペコを救え。
チャリティーウォークに参加

2008年5月25日（日）、横浜みなとみらい

地区で開催された「ウォーク・ザ・ワールド

FOR アフリカ～ 地球のハラペコを救え。～」

に、KFCJ従業員とその家族が参加しました。

「WFP」および「特定非営利活動法人国際連

合世界食糧計画WFP協会（以下国連WFP協

会）」が主催する、このチャリティーウォーク

は、飢餓撲滅をめざして実施されている世界

的な人道支援プロジェクトのひとつ。日本で

開催されるのが4回目となる今回は、多くの

個人や企業から総勢2,566人が参加しまし

た。イベントを通じて寄せられた募金は、

WFPが開発途上国で実施している「学校給食

プログラム」に活用されています。

国連WFP協会より、
感謝状を授与

KFCJは、これまでWFPの活動に共感し、地

球上から飢餓を撲滅するために実施されてい

るさまざまな活動に参加してまいりました。

これまでの活動、取組みに対して、2008年

3月10日（月）、「国連WFP協会」より感謝

状をいただきました。

知的発達障害のある人たちを
スポーツで支援

「スペシャルオリンピックス（以下SO）」

は、知的発達障害のある人たちにさまざまな

スポーツトレーニングとその成果の発表の場

である競技会を提供している国際的なスポー

ツ組織です。KFCJとKFCチェーンでは、SO

日本が1994年に設立されて以来、その活動

を支援してきました。2008年3月に開催さ

れた「第4回スペシャルオリンピックス日本

冬季ナショナルゲーム・山形」では、渡辺社

長が表彰式のプ

レゼンターを務

め、アスリート

たちの健闘を称

えました。

スペシャルオリンピックスの
輪を広げる

メッセージ・リレーに参加

KFCJは、SO創立40周年を記念して、

2008年7月にスタートした「メッセージ・

リレー」に参加しています。この活動は、

SOの活動をより多くの人に知ってもらうた

めのキャンペーンのひとつ。SOのメッセー

ジとIDナンバーが刻印された競技用バトンが

人の手から手へ、全国各地にリレーされてい

ます。KFCJがお預かりしたバトンの軌跡は、

SO日本のホームページでご覧いただけます。

KFCJ、KFC、ピザハットの取組み

「スペシャルオリンピックス」
の活動を支援

「WFP国連世界食糧計画」の活動に協力

11

＊ ヤム・ブランズは約35,000の店舗を展開す

る世界最大のレストランチェーン。KFCやピザ

ハット等、5つのレストランブランドを世界100

以上の国や地域で展開しています。

2008年はKFCJの新たな試みとして、

KFCでは「カーネルぬいぐるみストラップ」、

ピザハットでは「チーズくんぬいぐるみスト

ラップ」を数量限定で販売。収益の一部を

「WHRW」の募金と

して寄付しました。

約3ヵ月の期間中、

日本では1680万円

の募金・寄付金を集

めることができまし

た。みなさまからの

募金、寄付金は昨年

同様、食糧援助・支

援に役立てられます。



食品衛生管理上の問題点とその改善策を

全国の店舗従業員が共有し、店舗の食品衛

生管理体制と意識の向上に役立てることを

目的に、KFCJでは毎年、「衛生講習会」

を開催しています。2008年は、KFC、ピ

ザハットの店長及び店舗従業員を対象に、

全国で37回の講習会を開催。総計1450

人の受講者が、過去の事例をもとに異物混

入や食中毒

の防止策を

学び、食品

衛生管理の

方法を再確

認しました。

KFCJグループは、特に子どもたちが

「食」の大切さや正しい知識を学ぶ機会を

提供したいと考え、「食」を提供する立場

を活用してその大切さや楽しさを伝える、

さまざまな食育活動を実施しています。自

治体や学校の依頼を受けて、全国のKFC、

ピザハット店舗では、小学生、中学生、高校

生の職場体験学習を受け入れています。

また、店舗やサポートセンターの見学、大

学でのビジネス講座、自然体験教室等、こ

れまで、多岐にわたる活動を実施してきま

した。KFCJ、KFC、ピザハットでは今後

も、「食」への関心を深め、健全で豊かな

食生活を実現するためのサポートを行って

まいります。

KFCJは、11月の児童虐待防止推進月間

に全国で展開されている「児童虐待防止・

オレンジリボンキャンペーン」の趣旨に賛

同し、活動を支援しています。2007年に

は、大阪府内のKFC店舗で、児童虐待防止

活動のシンボルであるオレンジリボンをイ

メージした「たすき」をカーネル立像にか

け、PR活動をお手伝いしました。2008

年には、新たに東京都の取組みに協力。大

阪および東京のKFC店舗に、カーネル立像

がたすき姿で登場し、子どもたちが健やか

に育つことのできる社会の実現を呼びかけ

ました。

食の安全・安心に関する消費者の関心がま

すます高まる中、外食の原材料の原産地情報

を求める声におこたえするために、KFC、ピ

ザハットのホームページ上で原材料の原産地

表示を開始しました。表示は、農林水産省の

「外食の原産地表示ガイドライン」に基づき、

主な商品の主たる原材料について、使用割合

の高い国または地域の順に記載しています。

KFC、ピザハットは、店舗運営レベルを

向上するための新たな店舗チェックシス

テム「CMS（CHAMPS Management

System）」を2008年6月に導入しまし

た。CMSは、ヤム・ブランズが「世界で一

番愛されるレストラン」をめざして開発し

た最新プログラム。お客様の視点で店舗

の現状を把握し、サービスを改善していく

ことを目的としています。これまで、

KFC、ピザハットでは、お客様の視点で店

舗を見直す活動「CHAMPS（チャンプス）」

を実施してきましたが、CMSでは、専門的

な教育を受けたミステリーショッパ－に

よる月間2回の店舗チェックを実施する

等、その内容がさらに充実しました。

KFC、ピザハットでは、

CMSを活用し、お客

様によりご満足

いただける

サービスの

提供を実現

してまいり

ます。

「オレンジリボンキャンペーン」に協力し
児童虐待防止を呼びかけ

商品の原材料の
原産地表示を実施　

「食」の大切さを次世代へ
伝える「食育」活動を展開

衛生講習会を開催し、
食品衛生管理を徹底

お客様満足度向上をめざす
新たなプログラムを導入

TOPICS 2008
KFCJ、KFC、ピザハットの取組み
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KFCおよびピザハット店舗の労務に関

する法令遵守と管理体制の向上を目的に、

KFCJでは2008年7月～11月、店長を

対象とする「労務講習会」を開催しまし

た。社会保険労務士を講師に招いた講習

会の参加者は、総計508名。全国各地で

開催した講習会では、労働基準法により

定められている労働時間、休日休暇、就

業規則、退職、労働契約や社会保険等の

規定を再確認するとともに、過去の事例

から問題点とその解決策を学ぶケースス

タディを実施しました。KFCJでは、今後

も労務講習会を定期的に開催し、労務関

連トラブルの撲滅と労務コンプライアン

スの徹底を図ります。

語学スキルと国際感覚を身につけた人材の育

成を目的に、KFCJでは、「オーストラリア語学研

修」をスタートしました。第1回目となる

2008年度の研修生は、8月から11月までオー

ストラリア・アデレードに滞在。ホームステイ

生活を送りながら語学スクールでの英語研修と

ヤム・ブランズが運営するKFC店舗での店舗研

修を行いました。

2009年度以降は

前後半2名ずつ、年

間計4名をオースト

ラリア語学研修に

派遣する予定です。

KFCでは、2008年6月より、「まんまる

たまごのハムサンド」や「チキンレタスド

ッグ」等、朝だけのおいしさを提供するモ

ーニングメニューをスタート。また、国内

産鶏のフィレ一枚肉を使った骨なしオリジ

ナルチキン「ボンレスチキン」等、チキン

エキスパートとしての経験と知恵を生かし

たさまざまな新商品を発表してきました。

ピザハットでも、ふわふわ、モチモチの

食感を特徴とする新しいクラスト「プレミ

アムソフト」を発売。北海道の店舗で北海

道産小麦を使用した地産地消の「ふっくら

パンピザ」を発売する等、新たな取組みを

行っています。さらに、ウェイティングス

ペースやテイクアウト用カウンターを備え

た新型のピザハット店舗を実験導入。テイ

クアウトのお客様にも快適に利用していた

だくことができる、店舗形態の開

発を推進しています。KFCJでは、

今後も企業理念である「おいしさ、

しあわせ創造企業」をめざして、

新たな商品、サービスの創造に努

めてまいります。

KFCJでは2008年6月、従来の従業員

相談室を「従業員相談センター」に名称

変更し、機能を拡大、充実しました。従

業員相談センターは、セクシャルハラス

メントやパワーハラスメント行為の通報

窓口としての役割に加えて、従業員の労

働問題等への意見、相談、質問を専用電

話とメールで幅広く受付ける機関です。

相談者のプライバシーを保護するととも

に、不利益を被ることのない体制を整え

て、従業員のサポートを行っています。

おいしいをずっと
あたらしいをもっと

労務管理体制向上をめざし
労務講習会を開催

語学スキルと国際感覚の
向上をめざす海外研修実施

従業員相談窓口の機能を
拡大、充実

TOPICS 2008
KFCJ、KFC、ピザハットの取組み
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